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松原　修先生が IAP 本部からゴールドメダル（Gold Medal）を受賞されました（写

真 1）。この受賞は快挙であり、まさしく吉祥善事です。ご存知のように、松原修

先生はこれまで IAP 日本支部の長年にわたる常任幹事、次期会長、会長を歴任され、

JDIAP の News Bulletin を現在の様な形で発行し始め、名古屋での IAP 国際会議

を縁の下で支え、長村先生、Silverberg 先生と一緒になって湘南セミナーを 10 年

間続けたことなど、日本のみならず国際的に広く活躍されてきました。また現在も

IAP 日本支部東京事務局で活動されており、同時に IAP 副会長（アジア地区）と

して、アジアにおける病理医の相互交流、病理診断学の普及と向上に多大な貢献を

されていることは論を俟たないものです。出かけるだけで丸二日かかるほどの遠い

Fiji 島へ一緒に出かけたことは楽しい思い出です。このような長年の活動が認めら

れて今回の受賞となったことは、IAP 日本支部会員の一人として大変うれしく思い

ますし、その喜びを共有できますことに心から感謝いたします。

この IAP ゴールドメダルは 1996 年に Dr. David Hardwick によって創設された

賞で、IAP の活動に対してリーダシップを発揮し、国際的に大きな貢献をした個人

や団体に贈られるものです。このメダルの受賞式は 2 年ごとに行われ、これまでの

受賞者リストを見ると 24 人の個人と 3 つの団体にこのメダルが付与されています。

受賞者の顔ぶれを少し紹介すると、Dr. F. Kash Mostofi（1996 年）, Dr. F. Stephen 

米国・カナダ病理学会（USCAP）
IAP Gold Medal を松原修先生が受賞

IAP 日本支部会長　加藤良平

写真１．Dr. David Harwickによる授賞式の模様
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Vogel（1998年）, Dr. Fred Silva（2006年）, Dr. Juan Rosai（2010

年）などなど、多くの方が知っている著名な病理学者が名を

連ねており、その中に IAP 日本支部の牛込新一郎先生（2004

年受賞）のお名前も見出すことができました。今回の松原先

生の受賞は日本人では 2 人目、13 年ぶりということになりま

す。

USCAP の期間中、IAP 本部の Secretary であり IAP 英国

支部の Treasurer である Dr. Ray McMahon との会食の時に、

Ray から松原先生がこのメダルを受賞したことを聞かされて

とても焦りました。汗顔の至りとはこのことですね。ちなみ

にゴールドメダルというと、オリンピックの金メダルのよう

に金メッキかなと思いましたが（失礼）、実に純金製のよう

です。実際、メダルを手にしてみるとずっしりと重く感じま

した（写真参照）。松原先生は「売ってしまおうかな？」と

冗談を言われていましたが、それは本当にやめてください。

今後ともご健康でますますのご活躍を祈念したいと思いま

す。栄えある受賞、まことにおめでとうございました。

東京事務局　松原　修

1． USCAP Business Meeting 3 月 4 日 土 曜 日 の 15：30 －

16：30 に学会場の 2 階 220 Cantilever という部屋で、

President の Dr. N Volkan Adsay の司会のもとに開催さ

れた。California 州の Palm Springs に開設した Powers-

Sanchez Interactive Center と Linder Learning Center で

の講習会、Immersive Cytopathology Experience（ICE）、

Diagnostic Cytopathology Course、Diagnostic Pathology 

Update Course などの教育活動が紹介された。これは、

Executive Vice President の Dr. David B Kaminsky（写

真 2）の力によるところが大きい。2,722 個の abstract が

submit され、1,863 個が accept されたそうだ。68.4%の採

択率です。Poster が 1,583 個で、platform が 280 個です。

Platform は真に激戦ですね。参加者が 4,341 名で（途中な

のでもっとかも）、去年の Seattle が 4,709 名ですから、減

少しました。数字の並んだところで、USCAP の会員数は

9,963 名だそうです。多いですね！ 2017 年の President に

日本にもおなじみの Dr. Christopher D M Fletcher が就

任し、ガラスのハンマーを受け取りました（写真 3）。

2． IAP Education Committee Meeting 5 日、日曜日の 09：30

－ 11：00 に Grand Hyatt Hotel の Bonham C の会議室で

開 催 さ れ ま し た。Chair は Australia の Dr. Jane 

Dahlstrom で、Hong Kong の Dr. HK Ng から変わりまし

た。Congress への若い先生方への Bursaries のこと、各地、

アフリカ、アジア、南米とかといった地域ごとに教育活

動を考えようといったことが話され、IAP Congress や

USCAP などでも IAP Education program の symposium

を続けると。また、Dr. Ng をこの委員会の member に復

帰させると。

3． IAP Executive Committee Meeting 5日、13：00－ 15：00

に 同 じ Bonham C の 会 議 室 で 開 催 さ れ た。 司 会 は

President の Dr. George Kontogeorgos（写真 4）が行い、

各種役員からの報告がありました。2016 年 Cologne での

International Congress は 107 か国から、3,000 人を超す

参加者で、大成功であったと。100 人を超す若い先生方に

bursaries が渡ったそうです。次回 Jordan の Dead Sea で

開催される Congress は絶対安全であるとのことです。

Cologne Congress で相当 IAP に資金が集まったような噂

で し た。 教 育 面 で、 各 地 の Assembly、School of 

Pathology の 活 動 を 支 援 す る こ と、 ま た Goodwill / 

Visiting / IAP Ambassador program の project も進める

こ と が 話 さ れ た。Telepathology, teleconference や

webinar broadcasting も教育の手段として利用し、時間

差が 2 時間以内の地域で分割する案も提案された。News 

Bulletin が紙媒体でなく、internet だけの配信とするそう

です。長年 Editor を務めた Dr. Robin Cooke さん（写真 4）

も辞めるそうで、今年までだそうです。

4． Modern Pathology（MP） の Editorial Board Luncheon

が日曜日のお昼に Marriott Rivercenter Hotel の Salon A

で開催された。2016 年の論文投稿数が 1,207 編で、accept

USCAP San Antonio で開催された
委員会などの報告

写真２．Dr. Kaminsky 写真３．Dr. FlethcerとDr. Adsay

写真４．Dr. Cooke とDr. Kontogeorgos
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率が 22%だそうです。IF が 5.581 で、診断病理関係では 2

位が AJSP で 5.068、Histopathology が 3.129 で、Human 

pathology が 2.804 だそうです。ちなみに実験病理では JP

が 6.189、LI が 4.381 で、AJP が 3.711 だそうです。IAP

日本支部の会員になると格安で MP, LI の購読が出来ます

が、新規の購読ですと、毎年配布にトラブルが生じて困

ります。今回も USCAP の事務局にしっかりお願いして

きたのですが、これはいつも事務局を悩ませる問題です。

九州大学大学院医学研究院形態機能病理　小田義直

第 106 回 USCAP Annual Meeting が 2017 年 3 月 4 日から

10 日まで“Creating a better pathologist”をスローガンに米

国 Texas 州、San Antonio 市で開催されました。会場は市の

ほぼ中心地にある Henry B. Gonzalez Convention Center と

いう巨大な建物であり（写真 5）、USCAP 以外の様々な学会

がここ San Antonio で開催されていることに合点が行きまし

た。主なホテルもこの学会場を取り巻くように建てられてお

り、その周囲にショッピングモールやレストランもたくさん

あって大変便利な場所でした。San Antonio の気候は日本の

九州と同じくらいの暖かさで、3 月上旬は雨が降ると少し寒

いですが、そうでなければ薄手のセーター一枚くらいで過ご

せました。観光はアラモの砦という小さな建物と、周囲をレ

ストランやショップが取り囲んでいる小さな運河くらいです

（写真 6）。お陰様で観光に時間は割かずに学会に専念するこ

とができました。

参加登録者数は一昨年の Boston、昨年の Seattle と比較し

て若干少なく 82 か国から 4341 名ということでした。プログ

ラムではゲノム医療時代への突入を反映して Liquid biopsy

や次世代シークエンサーによるゲノム解析といったセッショ

ンが設けられ、臓器別のセッションにもそれらに関する演題

が数多く見られました。筆者の専門の骨軟部腫瘍のセッショ

ンでも既知のキメラ遺伝子が検出されない小円形細胞肉腫全

例を次世代シークエンサーで解析したというような演題もあ

り、一体研究にいくらコストがかかっているのか気になりま

した。もう少し原点の外科病理学の方を振り返ってもらいた

いような気もしました。ちなみに USCAP では Registration 

fee は$549 のところが IAP 日本支部（JDIAP）に入会してお

くと$299、long course（朝 8 時から夕方 5：30 まで）の受講

料$499 が$329 に、 short course（半日：4 時間）も$309 が

$209 となりかなりお得です。（ちなみに JDIAP のスライドセ

ミナーも会員であれば 2 時間の 1 コースが 1 万 5 千円のとこ

ろが 1 万円、4 時間 2 コースで 3 万円が 2 万円とさらにお得

です）この機会に皆様の周りの先生方に是非 JDIAP への入

会を勧めていただきたいと思います。

今回の USCAP で嬉しいニュースは他の寄稿で詳しく紹介

されると思いますが松原修先生が Gold Medal を授与された

ことです。同じ IAP 日本支部のメンバーとして大変誇らしい

ことだと思いました。USCAP 会長は膵・胆道病理で有名な

Dr. Adsay から軟部腫瘍病理の大家である Dr. Fletcher に引

継がれました。今後の Dr. Fletcher による USCAP 全体の舵

取りが期待されます。

夕方のセッション終了後は皆さん夕食、気が向けば二次会

で酒宴ということになるわけですが、ホテルのバーなどで飲

んでいると高名な病理医に出くわすことも度々ありました

（写真 7）。ここぞとばかりにロビー外交と称して、2024 年

IAP Congress の日本への誘致活動もちゃっかりさせていた

だきました。

順天堂大学医学部付属練馬病院病理診断科　浦　礼子

私が USCAP に参加したきっかけは、松本俊治教授の「年

数が浅いうちに海外の空気を肌で感じた方がいい」という助

言です。今回は、USCAP に加えて、Houston にある癌治療

の最先端をいく MD Anderson Cancer Center の視察もさせ

ていただきました。初の USA ！と期待と不安に胸を膨らま

第 106 回 USCAP概要

写真６．San Antonio中
心部を流れる小運河とそ
の周囲のショッピング
モール。観光客はボート
で川下り．

写真５．会場となった Henry B. Gonzalez 
Convention Center．

写真７．Marriott Rivercenter Hotelのバーで：左から三上、吉野、
Dr. Fletcher、加藤、松原．

USCAPに参加して－体験談
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せながら癌センターの視察を終え（規模が大きく、細分化さ

れています！）、USCAP の講義やポスター発表で up to date

された知識を得て、とても充実した日々でした。演者のプレ

ゼンテーションは非常にわかりやすく、もっと様々なコース

を受講したかったと後ろ髪を引かれ帰国しました。また日本

からの参加者同士、普段より近い距離でお話しできたことは

大変嬉しかったです。

さて、私は生粋の日本人、英語力と言えば旅行で何とかな

る程度。バーで赤ワインをかけられる“海外あるあるハプニ

ング（!?）”にも見舞われ、半分気合で主張するという事件も

あり、渡米全体を通して何より英語力の必要性を嫌でもはっ

きりと感じました。また、来年も参加したいという近い目標

と、具体的に将来何をしたらいいのかを考えるきっかけを持

てただけでも、今回の経験は病理医への第一歩としてとても

大きなものとなりました。最後に、機会を下さった全ての方

への感謝の気持ちでいっぱいです。

順天堂大学医学部付属練馬病院病理診断科　児玉寛子

今回上司の松本俊治教授のご厚意で私と後輩（4 月から病

理入局）女医 3 人で USCAP に参加しました。私達は MD 

Anderson Cancer Center の視察後、4 日間、学会に参加しま

した。最初に驚いたのは会場の規模！日本での学会しか知ら

ないので、あまりの広さに驚愕しました。そして参加する病

理医の多さと多国籍感。日本では病理医が希少価値的に扱わ

れる存在だと思うのですが、世界にはこんなにも病理医が存

在していたのかとまたもや驚きました。見るもの全てが新鮮

か つ 驚 き の 連 続 で し た。 そ ん な 中 で も COMPANION 

MEETING や EVENING SPECIALTY CONFERENCE に参

加し、日々の診断病理業務を向上させるために最新の病理知

識を得ました。また今回の学会で一番楽しみにしていた

Japan night。日本全国および海外で活躍されている日本人病

理医の方々とお話しでき、また同世代の病理医の方々とも知

り合いになれたのは今回の USCAP での一番の財産だと思い

ます。今回の USCAP を通じて、自分が井の中の蛙だった事

を痛感しました。しかし病理医として歩んでいく上で新たな

目標を見つける事ができました。この USCAP への参加は私

にとって『気づきの旅』となりました。

信州大学医学部附属病院臨床検査部・病理診断科　浅香志穂

この度、サンアントニオで開催された USCAP 2017 

Annual Meeting にて、初めて口演発表をする機会をいただ

きました。内容は子宮頸部腺癌や分葉状頸管腺過形成（LEGH）

の診断における TFF2 免疫組織化学の有用性を検討したもの

で、本学保健学科の太田浩良教授の指導をいただきました。

発表に際しては、日本で事前に十分な準備ができなかった

こともあり、サンアントニオに到着してから発表までの 3 日

間、ほとんどホテルに缶詰めでスライド修正や発表練習をし

ていました。幸い今回の滞在では、英語と日本語を含め 4 か

国語が堪能な聖隷三方原病院の Ayse Ayhan 先生とルーム

シェアをしていたので、Ayhan 先生から伝わりやすい英語の

プレゼンテーションを直接指導していただけました。偶然に

も Ayhan 先生も同セッションでの口演が予定されていたの

で、二人で衣食住を共にしながら発表練習し、当日の本番に

臨んだのはとても良い思い出です。実際の発表では、途中で

話す内容が一旦頭から飛んで真っ白になり、とても焦りまし

たが、どうにか取り戻して手元の原稿に目を落とし、最後ま

で発表を終えることができました。最大の懸案事項であった

質疑応答は、なかなか相手の意図を汲みとることができず苦

労しましたが、カタコトの Broken English で、不十分なが

らもなんとか回答しました。

苦い経験もありましたが、初めての英語口演はとても気持

ちの良いものでした。口演と知らされた際には演題登録時の

“platform or poster”のボタンをクリックした自分を激しく

呪いましたが、発表を終えてみて、あのとき勇気を出して本

当に良かったなと思います。もっと多くの日本の病理医にも

味わっていただきたいです。これからも、また口演に選んで

もらえるような発表ができるよう、日々努力して参りたいと

思います。

熊本大学医学部付属病院病理部・病理診断科　三上芳喜

日本からの参加者、アメリカ在住の日本人病理医の交流を

目的として毎年恒例のジャパン・ナイトが 3 月 7 日午後 5 時

半から 2 時間にわたって、コンベンション・センターに隣接

するグランドハイアットホテルで開催されました。今回は 53

名の方々の出席をいただきました。IAP 日本支部会長である

加藤良平先生（山梨大学）、IAP ゴールドメダルを受賞され

た松原修先生（防衛医科大学名誉教授）、次期会長である吉

野正先生（岡山大学）よりご挨拶をいただいた後、アメリカ

在住あるいは留学中のいわゆる“現地組”である三野

-Kenudson 眞理先生（マサチューセッツ総合病院、ボストン）、

園怜理先生（マウントサイナイ病院、ニューヨーク）、ポー

ル大堀先生（ピッツバーグ・フィジシャンズ大学、ピッツバー

グ）、大島喜世子先生（ウィスコンシン医科大学、ミルウォー

キー）、細田和貴先生（ジョンスホプキンス大学、ボルチモア）、

八木由香子先生（スローン・ケタリング記念がんセンター、

ニューヨーク）、田畑和宏先生（スローン・ケタリング記念

がんセンター、ニューヨーク）から自己紹介と近況報告をし

ていただきました。続いて、日本からの参加者の先生方が自

己紹介をされましたが、途中、IAP 事務局長である Ray 

USCAP2017 Japan Night in San Antonio
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McMahon 先生（マンチェスター大学、イギリス）、教育委員

長であるJane Dahlstrom先生（オーストラリア国立大学、アー

ストラリア）、名誉事務局長であるDavid F. Hardwick先生（ブ

リティッシュ・コロンビア大学、カナダ）、IAP のニュース・

ブレチンである International Pathology を編集されている

Robin A. Cook 先生（クイーンズランド大学、オーストラリ

ア）、Executive assistant である Charles Ramey 氏がレセプ

ション会場にいらっしゃり、日本支部会員との交流を深めら

れました。また、テキサス大学の病理レジデントとして現在

サンアントニオ・ヘルスサイエンスセンターで研修中の生駒

翔平先生が勤務終了後においでになり、近況をお話しされま

した。生駒先生は東京ご出身ですが、エモリー大学医学部を

卒業された“現地組”のお一人で、今後の活躍が期待される

若手病理医のお一人であると感じられました。

レセプション終了後は三々五々、二次会に行かれる方々、

夜のセッションに出席される先生方が散っていきました。そ

う、このレセプションは午前 8 時に始まり、夜は午後 9 時過

ぎまで続く多忙かつ“high volume”な学会プログラムの合

間に開催されているのです。短い時間ではありますが、若手

の先生方にとっては“世界を股にかけて”活躍されている病

理医の方々とふれあうことができる絶好の機会ですので次回、

バンクーバーで開催される USCAP2018 に出席される方は是

非ご出席ください。

写真８．Japan Nightの記念撮影．
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秋田大学大学院医学系研究科器官病態学講座　前田大地

2009 年＠ Boston 以降、欠かさず参加してきた USCAP の

annual meeting。San Antonio は今回で二回目になる。私の

グループからは秋田大学産婦人科の大学院生二名（木藤正彦

先生、田村大輔先生）と、昨夏、日本学生支援機構の帰国留

学生支援プログラムで 3 ケ月間秋田大に滞在したカブール医

科大学ハリミ先生の演題が採択され、皆、無事発表をこなし

てくれた。時節柄、ハリミ先生の米国入国がスムーズに行く

かどうかが心配だったが「入国審査の際の質問が幾分多かっ

た程度で問題なしだった」とのこと。引率者としてはほっと

した。

今回の USCAP で発表されていた演題を概観すると、やは

り next generation sequencing（NGS）の結果を踏まえたも

のが多い。それ自体を cutting-edge research と捉えるか、あ

るいは外科病理学がゲノムデータの大波に対して「受け」に

回っている状況と捉えるか。NGS ベースの研究の一つの軸は、

TCGA 等で取り上げられた major な癌種の「分類・再分類・

細 分 類 」 論。 も う 一 つ の 軸 と し て、minor/rare tumor 

subtypeに関してcancer hot spot panel的な解析を行って「ボ

ン！」と結果を提示するようなスタイルの研究があり、それ

なりに幅を利かせていた。とは言え、純形態学的な研究も厳

然と存在・混在していて、そのようなものを見ると「10 年、

20 年前から同じ形態を見ているのに、なぜ今になってこう

やって概念化されるのだろう？」と不思議な気持ちになった

りもする。

そして、毎年必ず見られるのが特定の免疫組織化学マー

カ ー の「 祭 」 現 象 で あ る。 過 去 に PAX 祭、BRAF 祭、

GATA3 祭（ややローカルなところで STAT6 祭、Napsin 祭、

SALL4 祭）を経験してきた自分からして、去年に引き続き今

年も桁違いの規模で展開されていたのが、PD 祭であった。

USCAP では臓器ごとにセクションが区切られているが、ど

こに行っても「××で PD-L1 染めました」が飛び込んでくる

レベルの展開力。筆者が専門とする婦人科セクションで言え

ば、180 演題中 14 個が祭の構成員であった。標的薬が一定の

効果を示すことが実証された今、病理組織検体において PD

関連蛋白の発現を解析する意義は揺るがないものの、波に対

する「受け」という側面は否めないように感じられた。

波乗り側にまわるのか、波を作る側（本庶氏？山中氏？大

隅氏？）を目指すのか。普通に外科病理界隈のトップジャー

ナルに掲載されることだけを目指して（結果的に準トップ

ジャーナル、二流誌、無名誌に落ち着くような）日々を生き

ていたら、丘サーファーで終わってしまうのではないか。

あれこれ考えることができたのも、一週間職務を離れて雪

のないテキサスに行き、赤身ぎっしりの Angus Beef を 1kg

ぐらい食べたからかもしれない。USCAP が凄いとか日本の

病理がダメだとか、そういう単純な話ではなくて。とりあえ

ず秋田の同僚と家族に感謝です。

IAP 日本支部では、長年にわたって秋の病理学セミナーを

開催してきました。春には一時期、湘南セミナーを開催し、

好評を得ました。再び春に病理学セミナーを開催しては如何

かと長年検討した結果、今回の「ふぁんだめんたる」病理診

断講習会開催の運びとなりました。秋の病理学セミナーは専

門性と密度の高いものであるのに対して、春の講習会では

ジュニアの病理医を対象とした、入門コース、基礎的な病理

学診断の解説を中心とし、また、同時に病理解剖診断の講習

も行います。将来の病理医の育成、病理診断のレベルの向上、

更に JDIAP の会員の増加につながればと考えます。

Day-1：外科病理診断講習会の部

日　時： 2017 年 6 月 3 日（土曜日）09：00 から 17：00 

受付は 8：45 から開始

場　所： 東京慈恵医科大学　大学 1 号館 3 階講堂 

〒 105-8461 東京都港区西新橋 3 － 25 － 8

参加費： 2 万円（ハンドアウト込み）

講　師：

　リンパ腫病理　　　中村直哉　東海大学

　唾液腺腫瘍病理　　長尾俊孝　東京医科大学

　婦人科病理　　　　清川貴子　東京慈恵医科大学

　脳腫瘍病理　　　　廣瀬隆則　兵庫県立がんセンター

　骨軟部腫瘍　　　　小田義直　九州大学

　乳腺腫瘍病理　　　森谷卓也　川崎医科大学

　泌尿器病理　　　　都築豊徳　愛知医科大学

～本講習会の狙い～　広い範囲の臓器にわたる外科病理診断

入門コースの講義を行い、ジュニア病理医の外科病理診断力

の向上に役立てることを目的とします。また、割と取つきに

くいと思われる病理診断の領域を揃えました。講師陣は一流

の外科病理の専門家ですが、病理専門医試験受験前後の医師

を対象として分かりやすい解説を予定しています。

定　員：100名。先着順。口腔病理医の先生方もwelcomeです。

※ 会場へのアクセスは必ず大学 1 号館正面入り口をご利用く

ださい（土曜日は東京慈恵医大学付属病院の通常診療日で

す）。

※ 昼食は各自ご準備ください。近くにコンビニ、食堂があり

USCAP2017 でのトピックス

「ふぁんだめんたる」
病理診断講習会開催のお知らせ
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ます。 飲み物の自動販売機は 4 階にあります。喫煙は 4 階

の喫煙室でお願いします。

Day-2：病理解剖診断講習会の部

日　時： 2017 年 6 月 4 日（日曜日）09：00 から 11：00 

受付は 8：45 から開始

場　所： 東京慈恵会医科大学　顕微鏡実習室（本館後棟東3階）

〒 105-8461 東京都港区西新橋 3 － 25 － 8

参加費：1 万円（資料とガラス標本込み）

講　師：

　松原　修　　平塚共済病院 / がん研

　加藤良平　　山梨大学

　吉野　正　　岡山大学

定　員： 30 名以内。先着順。口腔病理医の先生方も welcome

です。

※実習室は飲食厳禁です。

～本講習会の狙い～　病理解剖の講習会では、ジュニア病理

医が直面する病理解剖診断書の作成にあったっての工夫、コ

ツを学んでもらおうとの狙いです。1 症例を模擬症例として

提示し、臨床経過、検査データ、画像のコピー、マクロ写真、

組織のガラス標本をお渡しますので、実習室で顕微鏡を使用

して、病理解剖報告書を作成、回答してもらいます。その報

告書を提出していただき、講師陣が拝見、添削をして、後日

お返しするという形を取ります。

申し込み方法： Homepage http：//www.iapjapan.org/ の参

加申し込みフォームより登録してください。

先着順のため HP 上のみの受け付けにします。

申し込み期間　 4 月 24 日（月）正午　～　5 月 15 日（月） 

17：00 まで　定員に達し次第終了します。

日　時：2017 年 2 月 17 日 （金）14 時 00 分～ 16 時 00 分

場　所：品川プリンスホテル

出席者： 伊藤、長村、小田、加藤、清川、都築、内藤、中谷、

長尾、羽賀、久岡、廣瀬、松原、森谷、吉野、魚返（事

務局）、大谷（事務局）

欠席者：岩崎、岩下、橋本、三上、石川

■報告事項
1．2017 年理事、役員、各委員会の確認

2． 2017 年開催予定国際会議、学術集会について 

（Upcoming Meeting に後述）

3．第 56 回 IAP 日本支部病理学教育セミナー 2016 報告

4．委員会報告

広報、病理診断学術奨励選考、Award と理事指名委員会

5．庶務報告…会員数、納入状況、収支確認

■審議事項
6．2017 年事業計画

2 月　第 1 回理事会（17 日（金）, 品川）

3 月　 USCAP Annual Meeting（4 日 -10 日（土 - 金）, San 

Antonio） 

（7 日（火） Japan Night, Grand Hyatt）

4 月　 APIAP & APSMI Congress（4 月 24 -27 日（月 - 木）, 

Bali, Indonesia） 

第 2 回理事会（27 日（木）, 京王プラザ）

5 月　台湾病理学会　50 周年記念（20 -21 日（土 - 日））

6 月　病理診断学術奨励賞公募開始

7 月　 News Bulletin No.3　発行 （7 月～ 8 月） 

教育セミナーオンライン申込み開始

9 月　USCAP 雑誌購読オンライン申込み開始

10 月　 病理診断学術奨励賞選考 

理事選挙公示・投票

11 月　 第 3 回理事会（2 日（木）, 日本教育会館） 

IAP 日本支部病理学教育セミナー （4 日（土）, 日

本教育会館） 

第 57 回 IAP 日本支部総会

12 月　 第 15 回日韓合同スライドカンファレンス（8 -9 日

（金 - 土）, 神戸大学）

7．2017 年病理学教育セミナー

1）病理診断講習会 

2）スライドセミナー…演題および演者が決定 

3）スライドセミナーに関する資料変更の提案

8． 日本病理学会秋期大会・国際ポスターセッション IPS 招

聘国の決定

9．2018 年第 58 回病理学教育セミナー

10．2017 年第 15 回日韓合同スライドカンファレンス

11．日台の新たな交流事業

12． 2021 年 APIAP Congress と 2024 年 IAP Congress 立候

補の再確認…吉野正会長のもと APIAP 岡山開催に向け

た活動、および小田義直会長のもと IAP Congress 福岡

開催の誘致活動を引き続き進める

13．その他

 ・ 会員特典：3 年経過したスライドセミナー資料を公開す

る件

 ・ 春の病理診断講習会の企画“Hot Topics in Surgical 

Pathology Seminar”

第 1回理事会報告
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下記の要領にて 2017 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記

賞の名称：IAP 日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは

問わない）

選考対象： 2016 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された

（E-pub も含む）診断病理分野における優れた英文

論文（1 編）。但し、留学先での仕事ではなく日本

での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3 名以内

賞の内容：賞状と副賞（トロフィー）

応募方法

他薦、自薦ともに可とするが、他薦を原則とする。

申請時に必要なもの：

1．応募者の履歴書（JIS 版）

2． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推

薦人がいない場合） A4 用紙 2 枚以内（書式は問わない）

3． 論文の別刷 7 部 （1 部はオリジナル、他はコピー可）。

PDF の場合はカラーコピー 7 部（PDF ファイルでなく、

書類を提出）

応募の締切：2017 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 812-8582 福岡県福岡市東区馬出 3-1-1 

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学気付 

IAP 日本支部福岡事務局「IAP 日本支部・病理診断

学術奨励賞」選考委員会　宛

選考方法・発表

IAP 日本支部が指名する「IAP 日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者を秋の

IAP 日本支部年次総会において表彰する。また、受賞者を

IAP 日本支部の News Bulletin 紙上で公表する。

本年度は下記の通り、第 63 回日本病理学会秋期特別集会

の翌日、同一の会場にて行います。

IAP 日本支部主催　日本病理学会後援

日時：2017（平成 29）年 11 月 4 日（土）

会場：日本教育会館　東京都千代田区一ツ橋 2 ‐ 6 ‐ 2

会長：内藤　善哉（日本医科大学統御機構病理学分野）

病 理 診 断 講 習 会 　（午前）

テーマ：内分泌腫瘍の病理（新 WHO2017 年分類に基づいた）

モデレーター： 長村　義之 

（国際医療福祉大学病理診断センター） 

加藤　良平 

（山梨大学医学部人体病理学）

講演のトピックと演者については次のページをご覧ください。

スライドセミナー 　（午後）

 （順不同）
＊周産期胎盤と絨毛性疾患
南口早智子（京都大学医学部附属病院　病理診断科）
＊非腫瘍性腸疾患（腫瘍様病変も含む）
味岡　洋一（新潟大学医歯学総合研究科　分子・診断病理
学分野）
＊改訂 WHO 分類からみた脳腫瘍の病理診断
小森　隆司（東京都立神経病院　検査科）
＊リンパ腫
竹内　賢吾（公益財団法人がん研究会　がん研究所分子標
的病理プロジェクト・病理部）
頭頸部腫瘍の病理（鼻副鼻腔中心）
湊　　宏（金沢医科大学　臨床病理学）
小児腫瘍
田中　祐吉（神奈川県立こども医療センター 病理診断科）
胃の腫瘍と腫瘍様病変
九嶋　亮治（滋賀医科大学医学部附属病院　病理診断科）
免疫染色診断学の基礎と応用
伊藤　智雄（神戸大学医学部附属病院　病理診断科）

＊印は新規コース。

受講料
一般会員 ジュニア会員 シニア会員 非会員

午前の部
病理診断講習会  5,000 円 3,000 円 無料  8,000 円

午後の部
スライドセミナー

（1 コース）
10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

※ 病理診断講習会はハンドアウト代を、スライドセミナーは

バーチャルスライド閲覧・ハンドアウト・CD 代を含みま

2017（平成 29）年 IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募

2017 年 IAP日本支部病理学
教育セミナーのお知らせ
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す（なお、本年度の新規コースから CD を廃止し、ハンド

アウトをカラー化します）。

専門医更新単位は、病理診断講習会の受講で 2 単位、スラ

イドセミナー 2 コースの受講で 4 単位と、1 日で最大 6 単位

の取得が可能になります。

なお、申し込みは午前・病理診断講習会、午後・スライド

セミナーともに決められた期間中にWeb 上にて行って頂き

ます。期日以降の申し込みや当日の受け付けはできませんの

でご注意ください。また、受講料の入金も指定した締切日ま

でに銀行振込が必要です（当日会場での支払いは原則的に受

け付けません）。申し込みのみで未入金の場合、事前の重要

資料（領収書、ハンドアウト引換券、スライドセミナー用バー

チャルスライド閲覧のためのパスワード等）の郵送が出来ま

せんので、申し込み、入金ともに期日を厳守してください。

Web 登録受付は 8 月頃の開始を予定しております。参加申

し込みの日程等の詳細につきましては、後日、IAP 日本支部

ホームページ（www. iapjapan.org）News Bulletin、NEWSLETTER

にてお知らせいたします。

※  2016 年 11 月 12 日に金沢大学で行われました IAP 日本支

部教育セミナー午後 1 限目の C-1 乳腺病理のコース「新

WHO 分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断」では、講師の

先生の体調不良により、講義を中断しなくてはならない事

態となりました。受講者の皆様にはご迷惑をおかけしまし

た。この件に関しまして、当該コースを受講された方全員

に 2017 年教育セミナー・午前の病理診断講習会へ無料で

ご参加頂けるようにいたします。つきましては、該当され

る方々には 8 月頃、個別にメールにて引換券をお送りしま

すので、2017 年教育セミナー Web 申し込みの際は、病理

診断講習会への登録は行わず（支払い手続きをせず）、受

信メールの引換券をプリントアウトして当日受付へ提出し

てください。Web 申し込みなしでそのまま受講できます。

なお、引換券は、昨年 2016 年の登録 E メールアドレスに

お送りします。不都合がある方は東京事務局までお知らせ

ください。

昨年のスライドセミナー参加者の声（アンケート結果）

 ・とてもわかりやすくて、頭に入りやすかったです。

 ・普段目にしない例が多く勉強になりました。

 ・非常に実践的内容でよかったと思います。

 ・日常診断に大変役に立つ内容だと思います。

 ・講義はわかりやすく、ハンドアウトも実用的です。

など、多数の参加者から賞賛の声を頂きました。

今年も多くの方の御参加をお待ち申し上げます。

連絡先

IAP 日本支部 教育委員長　長尾　俊孝

東京医科大学人体病理学分野

〒 160-0023 東京都新宿区西新宿 6-7-1

TEL：03-3342-6111　FAX：03-3342-2062

E-mail：pathol-1@tokyo-med.ac.jp（事務担当　田中・篠田）

企画・司会

国際医療福祉大学　日本鋼管病院病理診断科　長村義之

山梨大学医学部人体病理学　加藤良平

WHO Classification of Tumours of Endocrine Organs の前

回の改訂は 2004 年であり、今回の第 4 版は 13 年ぶりとなる。

また膵神経内分泌腫瘍（PanNEN）については 2010 年に消化

管腫瘍として発刊されて以来の改訂となる。今回 4 版の

Volume Editors は、Ricardo Lloyd, 私、Günter Klöppel およ

び Juan Rosai の 4 名であり、下垂体、甲状腺、副甲状腺、副

腎皮質、副腎髄質・副腎外パラガンリオンの腫瘍が対象であ

る。また、この間に各臓器での遺伝子変化も明らかとなり、

遺伝的腫瘍症候群の章を設けて強調することとなった。

今回の病理診断講習会は Overview で各臓器での今回 2017

年の改訂点を総合的に述べ、【1】甲状腺腫瘍と【2】神経内

分泌腫瘍（NEN）の 2 テーマとして日常の診療に資すること

とした。

甲状腺腫瘍では、腫瘍診断名の整理のみならず乳頭癌の核

の特徴を有しながら被膜を有し非浸潤性の腫瘍 Non-invasive 

follicular thyroid neoplasm with papillary-like nuclear 

features（NIFTP）, 膵 内 分 泌 腫 瘍 PanNEN で は

Neuroendocrine tumor（NET）Grade 3（G3）, Mixed 

neuroendocrine-nonneuroendocrine neoplasms（ MiNEN）

の提唱などがトピックスとして挙げられよう。また、

PanNEN に関連して、病理診断の現場で需要の高い肺神経内

分泌腫瘍【WHO 2015】のトピックスもご紹介いただくこと

とした。

IAP 日本支部 病理診断講習会“内分泌
腫瘍の病理：WHO 2017 のトピックス”

長村義之 加藤良平
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今回の病理診断講習会では、以下のようなプログラムを企

画している。

2017 年 11 月 4 日（土）

Overview　WHO 2017 の改訂の要点　　長村義之

内分泌腫瘍 1  甲状腺腫瘍（NIFTP の提唱を含めて） 

加藤良平（追加発言：覚道健一）

内分泌腫瘍 2  膵神経内分泌腫瘍 PanNEN 

長村義之（追加発言：石川雄一）

京都大学医学部附属病院　病理診断科

南口早智子

胎盤病理について苦手意識がある・

学習の機会があまりなかった方を主に

対象にしたコースである。テーマは二

つで、一つは日常的に遭遇する疾患に

関連した周産期胎盤の基本について解説する。異常妊娠・出

生児の異常などとの臨床相関、異常として取るべき所見と生

理的にみられる所見など、診断に必要なポイントをマクロ・

ミクロと合わせて取り上げる。もう一つのテーマは、胞状奇

胎の診断の基本と妊娠性絨毛腫瘍である。全胞状奇胎と部分

胞状奇胎、水腫様流産は形態的な判定のみでは鑑別が難しい

ことが多く、最近は胎生 12 週以前の早期に搔爬されること

から全胞状奇胎は、従来の形態的な診断基準のみでは診断で

きないことがわかっている。ここでは診断のクルーと免疫組

織化学検査や遺伝子解析などの補助的診断法の運用について

も解説する。稀ではあるが知っておくべき妊娠性絨毛腫瘍に

ついては典型例を通じてその特徴を理解することを目標に概

説する。

新潟大学大学院医歯学総合研究科

分子・診断病理学分野

味岡洋一

炎症性腸疾患の生検診断と腫瘍様病

変の病理診断について概説する。炎症

性腸疾患は一般には潰瘍性大腸炎とク

ローン病に限定（狭義の炎症性腸疾患）して用いられること

もあるが、本セミナーでは循環障害や沈着症も含めた広義の

炎症性腸疾患を対象とする。炎症性腸疾患の診断は、臨床情

報・臨床画像所見・生検組織所見の総合判断でなされるもの

であり、病理医は「生検で確定診断をつけなくてはならない」

という脅迫観念に取り付かれる必要は全く無い。一定のプロ

セスに従って生検組織情報を読み解き、臨床（画像）診断と

の整合性の確認や、何が追加で必要な臨床情報なのかを臨床

に伝えることが、炎症性腸疾患の診断における生検診断の役

割である。本セミナーでは、生検組織情報の読み解き方につ

いて述べる。腫瘍様病変については、その種類や典型的組織

像の提示に加え、非典型例の取扱い、および近年話題となっ

ている SSA/P の診断について述べる。

都立神経病院検査科　小森隆司

近年、浸潤性グリオーマや胎児性腫

瘍では、分子遺伝学的な情報が組織学

的所見よりも特異性が高く、予後との

相関性も高いことが明らかとなってき

た。改訂 WHO 分類においては、これ

らの腫瘍に初めて分子分類が採用された。星細胞腫は

isocitrate dehydrogenase（IDH）変異陽性、乏突起膠腫は

IDH 変異陽性・1p/19q 共欠失陽性と定義され、膠芽腫は

IDH 変異陽性型と野生型に分けられた。この改訂では検者に

よる診断のばらつきが大きかった乏突起星細胞腫が事実上削

除されるなど、組織診断の妥当性を支持するものとなった。

一方で、遺伝学的検査を行わないと公式の WHO 診断が出来

ないという制限も生じた。本セミナーではグリオーマを中心

に代表的な脳腫瘍の病理診断の基本的な考え方を紹介しつつ、

免疫組織化学による代替診断の運用についても紹介したい。

がん研究会がん研究所分子標的病理

プロジェクト／がん研有明病院病理部

竹内賢吾

リンパ腫の分類は、形態、免疫形質、

遺伝子異常、および臨床病態に基づい

ています 1）。個々の症例の最適解にい

たるため、論理のみならず教科書にはあまり書けないような

経験則をもお伝えできればと思います 2）。

1） 翻訳．病理と臨床，34（11）：1234-1235（2016）

2） リンパ腫診断におけるヒューリスティックアプローチ．

病理と臨床，28（7）：701-705（2010）

周産期胎盤と絨毛性疾患

非腫瘍性腸疾患（腫瘍様病変も含む）

改訂WHO分類からみた脳腫瘍の病理診断

リンパ腫
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日時：2017 年 4 月 24 -27 日

場所：Bali Nusa Dua Convention Center, Bali, Indonesia

参照 URL：http：//apiap2017.com

日　時：2017 年 6 月 3 -4 日

場　所：東京慈恵医科大学

→　詳細は P.6 をご覧ください

日時：2017 年 11 月 4 日

場所：日本教育会館，東京

詳細は 8 ページからの記事をご覧ください。

日時：2017 年 12 月 8 -9 日

場所：神戸大学，神戸市

会長： 伊藤　智雄 

（神戸大学医学部附属病院病理部・病理診断科）

参照 URL： https：//15jkiap.ssl-on.net/

一般外科病理スライドカンファランスの日本側出題の募集

は 7 月から行います。

日時：2018 年 3 月 17 -23 日

場所：Vancouver, British Columbia

日時：2018 年 10 月 14 -19 日

場所：Amman, Jordan

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2019 年

場所：China（開催都市未定）

日時：2020 年

場所：Glasgow, United Kingdom

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

▷ 会員に電子メール NEWSLETTER を配信しています。内

容は学会活動の報告や国際会議、セミナー案内等。現在 E

メールアドレスを登録している会員は約 90%です。未登録

の方は東京事務局へ連絡ください。

▷  2017 年の年会費請求書を昨年 12 月に郵送しましたが、未

払の方はお早目に納入ください。

▷ 春より所属変更、または、郵送先の変更を希望の会員は、

マイページにて手続きしてください。

福岡事務局

小田　義直、魚返　有里

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

Email：fukuoka.office@iapjapan.org

東京事務局

松原　修、大谷　茉子

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

Upcoming Meeting

第 10 回 APIAP Congress

2017 年「ふぁんだめんたる」
病理診断講習会

第 57 回 IAP病理学教育セミナー

第 15 回日韓合同スライドカンファレンス

USCAP 2018 Annual Meeting

第 32 回 IAP Congress

第 11 回 APIAP Congress

第 33 回 IAP Congress

事務局よりお知らせ
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IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2． スライドセミナーの会員割引

1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2 コースを受講す

る場合

会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円

= 計 32,000 円

非会員　受講料＝ 38,000 円

6,000 円（2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読

-Modern Pathology, Laboratory Investigation-

1 冊の年間購読料約$99 ～、年により変動あり

4．IAP 日本支部・IAP 本部の会報　News Bulletin

5． スライドセミナー 3 年経過したものを HP 上でハンドアウ

ト公開（予定）

6． 国際学会の情報取得

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/ 日韓合同スライドカン

ファランス / 日台合同スライドカンファランスなど

一般会員 シニア会員 ジュニア会員 非会員
入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会  5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です

■シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上の現会員希望者

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します。

* 申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式を

ダウンロードし、東京事務局へ E メールにて申請してくださ

い

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　清川貴子

委　　員　 久岡正典 

三上芳喜

IAP 日本支部会員になろう！


